
スピードが運転に与える影響

スピードをコントロールした運転

スピードの特性を知りましょう

今月のテーマ

「スピード」は、車体重量の重たい事業用自動車には大きな影響を及ぼします。法定速度を遵守し、十分な車間距離
を保つことが安全運転に繋がります。
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事業用自動車は、車体重量が重く、重心が高いなどの特徴があることから、スピードの出しすぎによる影響は大きく、
衝撃力や遠心力が大きくなります。重大事故の危険性が非常に高くなりますので、スピードが運転に与える影響をよく
理解し安全運転に努めましょう。

○衝撃力はスピードに比例して大きくなりますが、車両重量の大きい事業用自動車は、衝撃力はさらに大きくなり、重大事故につながります。
○事業用自動車は、車体重量が重たく、積荷によっては重心が高い場合もあり、カーブでは遠心力が強く働くこととなり、横転などの危険性が高いと
いえます。

○制動距離はスピードに比例して長くなり、追突の危険性が高くなります。
○雨天時には、ハンドルもブレーキも効かないハイドロプレーニング現象などを生じるため、危険性がさらに増します。

国土交通省HPより

スピードの出しすぎは、重大事故の危険性が非常に高くなることから、法定速度を遵守し、安全な速度と車間距離を保つことが必要です。

○安全な運行のためには、道路交通法に定められている最高速度の遵守が基本です。
○スピードの出やすい下り坂ではブレーキ操作などに注意し、また、スピードの低下しやすい上り坂ではスピードメーターをチェックするなど、スピー
ドをコントロールすることが必要です。

○状況に応じた安全な速度、十分な車間距離を保つことが重要です。
○荷物を積載した状態で下り坂を走行すると、通常よりもスピードが速くなるため、減速しようとすると通常より大きなブレーキ力が必要になります。
停止するためにフットブレーキを使い過ぎると、ブレーキライニングが過熱しブレーキが効かなくなる危険性があるため、エンジンブレーキを併用
する等の適切な運転操作の必要性があります。

○上り坂においてはスピードが低下しがちである
ため、後続車がいる場合は、道を譲る、登坂車
線がある道路では登坂車線を利用することも必
要です。


